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別 刷　市民カレンダー
6月の行事／日曜日・祝日診療など

今月の表紙

出水期への備え

特集：よみがえった月山富田城跡

市県民税、介護保険料、国保税

食改さんレシピ/シリーズ人権

市長会通信 / 和鋼博物館連載

たうんとぴっくす

健康の窓

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

まちのタカラ（裏表紙）

　３年ぶりの「富田のひな流し」。訪れ
た人は流しびなに願いを託し川へ流しま
した。流したものは下流で回収され，そ
れを記念に持ち帰る人や、流さず家で
飾った後１年後に流すという人も。ひな
人形とさん俵（円形に編んだ藁の台座）
は５つ作るのに２時間半ほどかかり、去
年11月から準備されました。

撮影日／４月３日　場所／飯梨川河川敷（広瀬町町帳）

流しびなに願いを込めて

　悠久の時に思いをはせて

防災課　℡２３- ３０７４

　６月から10月にかけては、集中豪雨や台風などで
河川の氾

はんらん

濫や低い土地での浸水、土砂災害等が発生
しやすい時期です。
　いつ起こるかわからない災害に備えるために、早
めの防災行動をとりましょう。
【「やすぎ市民防災マップ」の確認】

　自宅周辺の浸水区域や土砂災害の危険箇所、避難
所について「やすぎ市民防災マップ」（広報紙５月号
とあわせて配布）で確認しておきましょう。
【親戚・知人宅への避難の検討】

　災害が発生する恐れがある場合、市が発令する避難
情報にあわせて、開設する避難所をお知らせします。
　避難については、避難所での密集を避けるために、
市が指定した避難所のほかに安全な場所にある親戚・
知人宅への避難をあらかじめ検討してください。た
だし、浸水等により避難が難しい場合は、自宅の２
階以上に避難するなど安全を確保してください。
※指定避難所は「やすぎ市民防災マップ」や市ホー
ムページで確認できます。
【備蓄品の準備】

　万が一災害が発生した場合に備えて、水や食料、
生活用品などの備蓄を確認してください。いざとい
う時はすぐに避難できるように非常持ち出し品の準
備もお願いします。
 ・ 備蓄品の例：水、食料（レトルト食品・缶詰・乾

パン等）、トイレットペーパーなど３日分程度
 ・ 非常持ち出し品の例：飲料水、食料、貴重品、救

急用品、懐中電灯、携帯ラジオ、衣類、メガネ、
服用中の薬、携帯電話の充電器など

【各種情報の入手方法】
　自分の命を守るために、台風や大雨などに関する
気象情報を常に収集することが大切です。避難に関
する情報は、行政告知端
末放送・市ホームページ・
どじょっこテレビ等のほ
かに、スマートフォン用

「Yahoo! 防災速報」アプ
リで市が配信する緊急情
報をプッシュ通知で受信
できます。

出水期に備えましょう

Android 用 iOS 用

Yahoo!
防災速報アプリ

別 刷　令和４年度版：市民支援制度

別 刷　主要電話番号一覧表
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中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
出

雲
国
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
全
国

屈
指
の
規
模
と
歴
史
を
誇
る
山
城

「
月
山
富
田
城
跡（
以
下
、富
田
城
）」。

　

戦
国
大
名
尼
子
氏
と
そ
の
忠
臣
山

中
鹿
介
の
活
躍
な
ど
と
と
も
に
語
り

継
が
れ
、
書
籍
や
詩
歌
、
祭
り
、
ま

た
四
季
の
彩
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
親
し
ま
れ
、
ま
さ
に
地
域
を
象
徴

す
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
富
田
城
の
整
備
事
業
は
令
和
４
年

３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
樹
木
の
伐

採
に
よ
り
、
見
晴
し
が
よ
く
な
り
、

遺
構
の
数
々
が
姿
を
現
し
よ
み
が

え
っ
た
富
田
城
。
手
す
り
や
遊
歩
道

も
整
備
し
、
見
学
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
歴
史
資
料
館
内
に
は

ジ
オ
ラ
マ
模
型
や
城
の
特
徴
を
解
説

し
た
パ
ネ
ル
な
ど
を
整
備
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
観
光
資
源
や
生
涯
学
習
の

拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
基
盤
が
整

い
ま
し
た
。

　

近
年
の
山
城
ブ
ー
ム
に
よ
り
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

標
高
約
１
９
０
ｍ
の
山
全
体
に
防
御

設
備
を
築
き
、
要
塞
化
さ
れ
た
富
田

城
。
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
て
築

か
れ
、
ど
ん
な
思
い
で
守
っ
て
い
た

の
か
、
想
像
す
る
だ
け
で
悠
久
の
と

き
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
富
田
城
の
「
守
り
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

　   よみがえった
　　  　　  月山富田城跡月山富田城跡

～悠久の時に思いをはせて～

ドローンで撮影した月山富田城跡。歴史ドローンで撮影した月山富田城跡。歴史
的な魅力以外にも、四季折々の自然を楽的な魅力以外にも、四季折々の自然を楽
しむことができます。しむことができます。

本
丸
・
二
ノ
丸
・

本
丸
・
二
ノ
丸
・

三
ノ
丸

三
ノ
丸 七

曲
り

七
曲
り

山
中
御
殿
平

山
中
御
殿
平

太
鼓
壇

太
鼓
壇

千畳平千畳平

特集
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①
曲
輪

　

富
田
城
に
は
た
く
さ
ん
の
「
曲

輪
」
と
言
わ
れ
る
、
人
工
的
な
「
平

ら
な
所
」
が
あ
り
ま
す
。
建
物
を
建

て
た
り
、
塀
を
築
い
た
り
し
て
守
り

の
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
曲

輪
を
い
く
つ
も
連
ね
て
配
置
す
る
こ

と
で
、
攻
め
手
を
巧
み
に
防
ぎ
ま
し

た
。

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト

千
畳
平
、
馬
乗
馬
場
、
山
中
御
殿
平
、

本
丸

②
土ど

る
い塁

　

侵
入
を
防
ぐ
堤
防
状
の
盛
り
土

を
「
土
塁
」
と
言
い
ま
す
。
富
田
城

で
は
、
山
中
御
殿
平
の
西
側
に
あ
る

「
大
土
塁
」
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
守

り
手
か
ら
す
る
と
高
さ
は
約
７
ｍ
で

す
が
、
裏
へ
回
り
攻
め
手
か
ら
見
る

と
、
最
大
20
ｍ
近
く
の
急
斜
面
で
、

ま
さ
に
絶
壁
と
言
え
ま
す
。

③
切
岸

　

曲
輪
の
外
側
を
削
っ
て
急
斜
面
に

す
る
こ
と
で
、
攻
め
手
が
登
り
に
く

く
、
ま
た
守
り
手
が
上
か
ら
攻
撃
し

や
す
く
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
「
切

岸
」
と
言
い
ま
す
。
単
純
な
加
工
で

す
が
、
攻
め
手
の
攻
撃
を
断
ち
切
る

大
き
な
効
果
が
あ
り
、
富
田
城
の
各

所
に
見
ら
れ
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト

本
丸
、
二
ノ
丸
、
三
ノ
丸
、
花
ノ
壇

④
石
垣

　

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
土
塁
か
ら
発

展
し
て
、「
石
垣
」
が
盛
ん
に
築
か

れ
ま
す
。
石
垣
づ
く
り
は
手
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
土
塁
よ
り
も
強
く
、

高
く
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
上
に
瓦

葺
き
建
物
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

富
田
城
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
吉

川
広
家
が
石
垣
を
築
き
始
め
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
堀
尾
氏
も
石

垣
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
ま
し
た
。

石
垣
は
富
田
城
の
歴
史
の
終
盤
を
彩

る
守
り
の
仕
組
み
で
す
。

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト

二
ノ
丸
、
三
ノ
丸
、
山
中
御
殿
平
、

千
畳
平

富
田
城
で
は
曲く

る
わ輪

や
切き

り
ぎ
し岸

な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
守
り
の
工
夫
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
難
攻
不
落
」
と
言
わ

れ
た
富
田
城
の
守
り
と
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
整
備
に

よ
っ
て
見
や
す
く
な
っ
た
守
り
の
仕

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

①曲輪（馬乗馬場）

③切岸（三ノ丸）

削
り
出
し
た
急
斜
面

守
り
の
基
本
と
な
る
区
画

土
を
盛
っ
て
築
い
た
大
き
な
壁

石
を
重
ね
て
築
い
た
高
い
壁

④石垣（三ノ丸）

②大土塁（山中御殿平の近く）
守りは

山城の魅力

の一つです
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⑤
七
曲
り

　

山
中
御
殿
平
か
ら
山
頂
へ
登
る
道

は
「
七
曲
り
」
と
呼
ば
れ
る
急
峻
な

道
で
す
。
上
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
と
、

と
て
も
攻
め
上
が
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
道
の
左
右
に
あ
る
曲
輪
か
ら

も
、
攻
撃
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
七
曲
り
」
は
富
田
城
が
「
難
攻

不
落
の
城
」
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す

る
存
在
で
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

整
備
が
進
む
に
つ
れ
、
見
学
者
の

増
加
、
関
連
グ
ッ
ズ
の
開
発
、
現
地

ガ
イ
ド
の
養
成
、
環
境
保
全
活
動
の

推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
や
波

及
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
い
っ

そ
う
魅
力
を
増
し
た
富
田
城
。
遺
構

を
生
か
し
て
整
備
し
た
山
城
へ
、
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

・
平
原
館
長
の
ユ
ー
モ
ア
を
混
じ
え
た

と
て
も
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
ち
ょ

う
ど
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
休
憩
が

あ
り
、
富
田
城
を
と
て
も
良
く
理
解

で
き
ま
し
た
。
急
傾
斜
の
七
曲
り
も

あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
く
登
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

・
富
田
城
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
激
し
た

の
で
、
ま
た
違
う
季
節
に
来
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

・
個
人
で
歩
い
て
い
た
ら
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い

解
説
付
き
で
参
加
し
て
良
か
っ
た
で

す
。
ま
た
違
う
視
点
で
の
解
説
付
き

ツ
ア
ー
が
あ
れ
ば
城
跡
や
周
辺
を
歩

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者
の
声千畳平からの眺望を楽しむ参加者（４月３日）。千畳平からの眺望を楽しむ参加者（４月３日）。

城の特徴を分かりやすく

ガイダンス施設が完成ガイダンス施設が完成
　歴史資料館内にあるガイダンス施設では、富田城
の歩みや見どころなどをパネルで紹介するコーナー
や城の移り変わりを復元した２種類（尼子時代・堀
尾時代）のイラストを新設しました。また、精巧な
ジオラマ模型の展示により、富田城の地形の見える
化を図りました。当時の様子を＂見える化＂するこ
とによって、富田城の歴史を知ることができます。

　ガイダンス施設を見学した後
は、実際に富田城へ登り、体感
してみませんか。
開館時間　９時 30 分～ 17 時
休館日　毎週㈫（祝日の場合は翌日）
料金　〇１階ガイダンス　無料
　○２階展示　▼一般 210 円▼
　高大生 100 円▼小中学生 30 円

問い合わせ
　安来市観光協会　☎２３- ７６６７

　豊かな自然と歴史を地元のガイドが案内します。
当日受け付けですが、10 人以上で参加する場合は７
日前までに予約してください。
日時　４～ 11 月の毎週㈯
　10 時 30 分～ 12 時 30 分
料金　1 人 500 円（高校生以上）
コース　歴史資料館（スタート、富田城のジオラマ
　などを見学）→千畳平（斜面に張り出す大規模な
　石垣は必見）→太鼓壇（山陰の麒麟児、山中鹿介
　の銅像を見学）→花ノ壇（復元建物の休憩施設で
　一休み）→山中御殿平（城主の居館があったと見
　られる場所）→七曲り（屈曲しながら続く急峻な
　登山道）→三ノ丸・二ノ丸・本丸（山頂部からの
　眺望は必見）

定時ガイド

富田城をめぐるコース富田城をめぐるコース

歴史資料館  平原館長

ぜひ
お越し
ください

富
田
城
と
歴
史
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
記
念
し
て
行
っ
た
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
。
そ
の
参
加
者
に
感
想
を
聞
き

ま
し
た
。

⑤七曲り

問い合わせ　歴史資料館　☎３２- ２７６７

中学生
以下無料

険
し
い
登
り
道



2022 月号6 6

　

市
県
民
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

に
住
所
の
あ
る
自
治
体
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。

　

安
来
市
で
は
、
事
業
所
な
ど
か
ら
提

出
さ
れ
た
給
与
支
払
報
告
書
や
、
個
人

で
申
告
い
た
だ
い
た
内
容
を
も
と
に
、

令
和
４
年
度
の
税
額
を
決
定
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
等
に
よ
り
、
申
告
所
得
税

及
び
復
興
所
得
税
の
申
告
が
遅
れ
た
人

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
に
お
送
り
す

る
通
知
書
に
申
告
の
内
容
が
反
映
さ
れ

て
お
ら
ず
、
７
月
以
降
に
税
額
の
変
更

通
知
書
を
送
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

保険料は、所得に応じて
11 段階あります

所得段階 保険料（年額）

第 1 段階   　18,900 円（注） 

第 2 段階   　34,020 円（注）

第 3 段階   　52,920 円（注）

第 4 段階   　68,040 円

第 5 段階   　75,600 円

第 6 段階   　90,720 円

第 7 段階   　94,500 円

第 8 段階   　98,280 円

第 9 段階 　102,060 円

第 10 段階 　113,400 円

第 11 段階 　128,520 円

（注）低所得者の保険料軽減実施に伴い、
第１～３段階の保険料が減額となって
います。

市
県
民
税
、
介
護
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

税金は、私たちの暮らしや将来を担う子ど
もたちを支えています。（写真はイメージ
です）

・
課
税
に
つ
い
て　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
23-

３
０
４
０

・
納
税
に
つ
い
て　

税
務
課
収
納
係

　

☎
23-

３
０
４
３

　

介
護
保
険
料
は
、被
保
険
者
（
本
人
）

や
世
帯
員
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
、
11

段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
令
和
４
年
度

の
介
護
保
険
料
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　

納
付
方
法
は
、原
則
、特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
引
き
去
り
）
で
す
が
、
受
給

し
て
い
る
年
金
額
等
に
よ
り
普
通
徴
収

（
納
付
書
に
よ
る
納
付
、
口
座
振
替
）

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
普
通
徴
収

の
人
は
年
10
期
に
分
け
て
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
人
は
、
10
月
以

降
の
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
（
４
～
８
月
引
き
去
り

額
は
４
月
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
）。

　

詳
し
く
は
、
通
知
書
に
同
封
の
保

険
料
の
「
見
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
介
護
保
険
課

　

☎
23-

３
２
９
３

市
民
税
・
県
民
税

納
税
通
知
書
は
、
６
月
13
日
（
月
）
に
発
送
し
ま
す

普
通
徴
収
の
初
回
（
第
１
期
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日
（
木
）
で
す

介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
は
、
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

普
通
徴
収
の
初
回
（
第
１
期
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日
（
木
）
で
す
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納
付
方
法

　

保
険
税
の
納
付
方
法
に
は
、「
特
別

徴
収
」
と
「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

①
特
別
徴
収

　

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
を
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ

く
方
法
で
す
。
納
付
月
は
偶
数
月
に
な
り

ま
す
。

※
特
別
徴
収
に
該
当
す
る
人
で
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
を
希
望
す
る
世
帯
主

は
、
税
務
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
主
が
75
歳
に
到
達
す
る
年
な
ど

特
別
徴
収
の
実
施
要
件
を
満
た
さ
な
い

年
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

②
普
通
徴
収

　

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し

て
い
た
だ
く
方
法
で
、
特
別
徴
収
に
該

当
し
な
い
人
が
対
象
で
す
。
納
付
月
は

６
月
～
３
月
に
な
り
ま
す
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
な
く
て
も
、
同
じ
世
帯
に
加
入
者

が
い
る
場
合
は
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税

義
務
者
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
世

帯
主
を
擬ぎ

せ
い制

世
帯
主
と
い
い
ま
す
。

　

擬
制
世
帯
主
世
帯
の
場
合
、
世
帯
主

の
所
得
は
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に

は
含
め
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
軽
減
判
定

を
す
る
際
は
、
そ
の
所
得
を
含
め
て
計

算
を
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　
　
　
　
（
７
割
・
５
割
・
２
割
減
額
）

　

世
帯
内
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
前

年
の
所
得
金
額
の
合
計
（
擬
制
世
帯
主

を
含
む
）
が
一
定
以
下
の
場
合
、
下
表

の
②
均
等
割
額
と
③
平
等
割
額
を
軽
減

し
ま
す
。（
所
得
申
告
が
な
い
場
合
、
軽

減
の
対
象
外
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

※
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
は
、

公
的
年
金
等
所
得
額
か
ら
15
万
円
を
控

除
し
た
額
で
軽
減
判
定
を
し
ま
す
。

子
ど
も
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
均
等

割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
未
就
学
児
（
６
歳
に
達
す
る

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
以
前
で
あ
る

被
保
険
者
）
に
係
る
均
等
割
額
に
つ
い

て
、
そ
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に
よ
る

経
過
制
度

　

75
歳
以
上
の
人
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
っ
た
こ
と
で
、
国
民
健
康
保

険
税
の
負
担
が
急
増
し
な
い
よ
う
、
一

定
期
間
、
次
の
よ
う
に
扱
い
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
（
７
・
５
・

２
割
軽
減
）
所
得
を
計
算
す
る
際
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
っ
た
人
も
含

め
て
軽
減
判
定
を
行
い
ま
す
。
世
帯
構

成
や
世
帯
所
得
が
変
わ
ら
な
い
場
合
、

そ
れ
ま
で
と
同
様
の
軽
減
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
っ
た
こ
と
で
、
国
民
健
康

保
険
世
帯
が
単
身
世
帯
と
な
っ
た
場

合
、
移
行
後
５
年
目
ま
で
平
等
割
が
半

額
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
６
～
８

年
目
は
、
平
等
割
が
４
分
の
３
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

③
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
っ
た
こ
と
で
、

そ
の
被
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
た
場
合
（
加
入
の
時
点
で
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
人
（
旧
被
扶
養
者
））

は
、
申
請
す
る
こ
と
で
次
の
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

・
旧
被
扶
養
者
の
所
得
割
が
当
面
の
間

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
旧
被
扶
養
者
の
均
等
割
が
２
年
間
半

額
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
加
入
者
が
旧
被
扶
養
者
の
み
の
場
合

は
、
平
等
割
が
２
年
間
半
額
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。
※
社
会
保
険
（
会
社
の
健
康

保
険
）
等
が
交
付
す
る
資
格
喪
失
証
明

書
を
お
持
ち
の
上
、
国
民
健
康
保
険
加

入
手
続
き
の
際
に
申
請
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

・
課
税
に
つ
い
て　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
23-

３
０
４
０

・
納
税
に
つ
い
て　

税
務
課
収
納
係

　

☎
23-

３
０
４
３

・
資
格
に
つ
い
て　

保
険
年
金
課

　

☎
23-

３
０
８
４

算定区分
税　率（額）

説　明
医療保険分 支援金分 介護保険分

①所得割 8.61％ 2.11％ 2.16％
加入者の前年の所得に応じ算定

（令和 3 年中の所得－ 43 万円）
×所得割税率

②均等割 29,600 円 7,530 円 9,760 円 加入者一人あたり
③平等割 21,190 円 5,390 円 4,540 円 一世帯あたり

年税額
医療保険分・支援金分・介護保険分のそれぞれ①～③の合計。介護保
険分は 40 ～ 64 歳の人のみ適用。
令和 4 年度は前年度からの税率の変更はありません。

課税限度額 65 万円 20 万円 17 万円 年税額の最高限度額

国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
は
、
６
月
13
日
（
月
）
に
発
送
し
ま
す

普
通
徴
収
の
初
回
（
第
１
期
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日
（
木
）
で
す
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グリンピースのピザトースト
塩分
2.4g

355
　Kcal※１人分あたり

朝はパン派な人にオススメ。 香ばしいトーストに

よく合うトッピングで、 見た目も鮮やかです。

「食改さん」のちょっこしレシピ
食改さん ･･･ 食生活改善推進員さん

【作り方】
①　グリンピースは、塩少々（分量外）を加えた熱湯でゆ
でる。ベーコンは１㎝幅に切る。

②　食パンにケチャップを塗り、とろけるチーズ、ベーコ
ン、グリンピースをのせる。

③　オーブントースターで５分程度焼く（焼き加減はお好
みで調整してください）。

今月は伯太支部の皆さん

（材料）　　　� 　（４人分）
食パン（５枚切り）���４枚
グリンピース（冷凍可）　
������������� 大さじ４
薄切りハーフベーコン
�����������������８枚
とろけるチーズ� ���� 80g
ケチャップ����� 大さじ４

シリーズ
人権を
考える㊲

問い合わせ
　人権施策推進課　☎２３-３０９５

問い合わせ　いきいき健康課　☎２３-３２２０

　「人権の花」運動は、主に小学生を対象にし
た人権啓発活動の一つです。昭和 57年度から
法務省と全国人権擁護委員連合会が共同で取
り組んでいます。
　この運動は、配布した花の種子、苗、球根
などを学校ぐるみで育てることを通じて、協
力・感謝することの大切さを生きた教育とし
て学び、生命の尊さを実感してもらうことを

「人権の花」運動
目的としてい
ます。
　また、育て
た 花 を 保 護
者や社会福祉
施設に届けた
り、写生会や
鑑賞会を開いたりすることで、地域における
人権尊重意識の普及高揚につなげています。
　市では、今年度も次の５校で実施していま
す。これから暑さが増す中で花の世話は大変
ですが、力を合わせて花の命を育てることに
よって、子どもたちにたくましさや思いやり
の心が育っていくことと思います。
　今秋には「人権の花」絵画コンテストを実
施し、作品は人権フェスティバル「つなげて
未来や」で展示する予定です。
【今年度実施校】
▼社日小学校▼能義小学校▼飯梨小学校▼比
田小学校▼赤屋小学校

春から初夏にかけて旬の
グリンピースは青臭さが
減り、甘さがあって風味
がとても良いです。

今月号から忙しい朝にも簡単に作れる朝食レシピ
を紹介していきます。

～思いやりの心
　かけがえのない命を大切に～

＝人権尊重社会の実現をめざして＝ ◀
花
の
苗
植
え
を
す
る
児

童
（
赤
江
小
・
昨
年
度
）。

◀
毎
朝
、
当
番
が
水
や
り
を
し
て

育
て
、
き
れ
い
な
花
が
学
校
を
飾

り
ま
し
た
（
山
佐
小
・
昨
年
度
）。
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金
屋
子
神
社
と
西
比
田
の
町

　

火
を
扱
い
製
鉄
・
鍛
冶
・
鋳
物
な
ど

を
な
り
わ
い
と
す
る
人
び
と
が
そ
の
守

護
神
と
し
て
祭
っ
て
い
る
金
屋
子
神
。

伝
え
に
よ
れ
ば
高た

か
ま
が
は
ら

天
原
か
ら
播は

り

ま磨
国

志し
そ
う相

郡
岩い

わ
な
べ鍋

（
兵
庫
県
宍
粟
市
千
種
町

岩
野
辺
）
の
地
に
降
り
て
き
て
、
鍋
・

釜
な
ど
鉄
器
鋳
造
の
技
術
を
伝
授
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
吾
は
西
方
を
主

つ
か
さ
どる

神

な
れ
ば
西
方
に
赴お

も
む

か
ば
良
き
宮み

や
い居

あ
ら

ん
」
と
シ
ラ
サ
ギ
に
乗
っ
て
出
雲
国
能

義
郡
比
田
村
黒
田
（
広
瀬
町
西
比
田
）

の
奥
に
あ
っ
た
桂
の
木
の
枝
に
飛
来
し

ま
し
た
（
諸
説
あ
り
）。

　

こ
こ
で
安
部
氏
（
現
金
屋
子
神
社
宮
司

の
先
祖
）
に
出
会
い
「
吾
は
金
屋
子
神
な

り
、
今
よ
り
此こ

こ処
に
宮
居
し
蹈た

た
ら鞴

を
立
て

鉄か
ね

吹
く
術わ

ざ

を
始
む
べ
し
」
と
宣
言
し
て
製

鉄
法
を
伝
授
。
そ
の
の
ち
、
そ
の
地
に
祭

ら
れ
、
た
た
ら
製
鉄
盛
行
期
の
江
戸
時
代

後
期
に
は
中
国
山
地
一
帯
に
広
範
な
信
仰

圏
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

安
来
市
と
奥
出
雲
町
を
結
ぶ
街
道
沿

い
に
位
置
す
る
「
西
比
田
の
町
」
は
た

た
ら
製
鉄
の
発
展
と
共
に
金
屋
子
神
社

の
門
前
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
町
の
南
端
に
あ
る
石
灯
籠

は
参
道
の
起
点
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
約

２
㎞
の
坂
道
を
経
て
神
社
に
た
ど
り
着

き
ま
す
。
正
面
に
大
き
く
金
屋
子
神
社

と
刻
ま
れ
た
石
灯
籠
は
明
治
23
年
に
た

た
ら
関
係
者
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
支
援
者
は
周
辺
の
比
田
、
安
来
、

奥
出
雲
町
を
は
じ
め
下
関
、
大
分
、
宮

崎
、
愛
媛
、
大
阪
な
ど
広
範
囲
で
あ

り
、
明
治
中
期
の
鉄
の
生
産
と
流
通
圏

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

現
在
も
鉄
産
業
に
関
わ
る
人
び
と
の

金
屋
子
神
へ
の
信
仰
心
は
あ
つ
く
、
特

に
春
と
秋
の
例
祭
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、

た
た
ら
や
鍛
冶
職
人
、
鉄
鋼
産
業
に
関

わ
る
人
び
と
が
参
詣
し
て
い
ま
す
。

▲広瀬町西比田にある金屋子神社（島根
県指定有形文化財）。全国に1200あるた
たらの神「金屋子神」を祭る総本社です。

問
い
合
わ
せ

　

和
鋼
博
物
館

　

☎
23-

２
５
０
０

　

先
月
号
に
続
き
日
本
遺
産
「
出
雲
國

た
た
ら
風
土
記
」
の
構
成
文
化
財
を
紹

介
し
ま
す
。

日本遺産を
巡るたたら
の音色

て
「
圏
域
８
の
字
ル
ー
ト
」
の
気
運

が
醸
成
さ
れ
る
中
、
本
会
で
も
圏
域

８
の
字
ル
ー
ト
に
係
る
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
早
期
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
契
機
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

加
速
、
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り

な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
容
し

て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
※
）
の
推
進

を
図
る
た
め
の
人
材
育
成
や
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
観
光
誘
客
、

圏
域
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
関
す
る

普
及
啓
発
等
、
新
た
な
取
り
組
み
も

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透

さ
せ
る
こ
と
で
人
々
の
生
活
を
よ

り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す
る
こ
と

●
地
方
創
生
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

リ
ト
ラ
イ

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
、
既
に

推
進
基
盤
が
確
立
す
る
事
業
（「
イ

ン
ド
と
の
経
済
交
流
事
業
」「
産
学
・

医
工
連
携
事
業
」「
観
光
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
事
業
」
等
）
は
、
引
き
続
き
事

業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
事
務
局

　

☎
０
８
５
２-

55-

５
０
５
６

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

第
３
回
総
会
（
３
月

第
３
回
総
会
（
３
月
1212
日
）
日
）

　

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
と
当
初
予

算
に
つ
い
て
協
議
。
圏
域
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
る
圏
域
発
展
の
理
念
に
基
づ

き
、
主
に
次
の
方
針
で
展
開
し
ま
す
。

●
台
湾
と
の
経
済
等
交
流
の
再
開

　
「
台
湾
と
の
経
済
交
流
事
業
」
に
お

い
て
は
、
延
期
と
な
っ
て
い
る
圏
域
と

台
北
市
と
の
経
済
等
交
流
促
進
に
関
す

る
覚
書
の
早
期
締
結
を
行
い
、
海
外
と

の
交
流
促
進
へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

●
圏
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進

　

両
県
な
ら
び
に
圏
域
経
済
界
に
お
い

中海・宍道湖
     ・大山圏域

市長会
 通信㉑

日本遺産の
構成文化財
               連載③

▲手を取り合う圏域の首長の皆さん。
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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

　シバザクラを畦
けいはん

畔に植えて草刈りの手間
を減らす取り組みがきっかけで始まった
「猿隠高原シバザクラ祭り」。その開会式が
広瀬町東比田で行われ、出席しました。
　この集落では、力を合わせて農業生産の
維持や地域の活性化に取り組まれていま
す。今後も親しまれる景観を地域で守り未
来へつなげてもらうことを期待します。

一面にシバザクラ

今月の1枚

市長日記市長日記

　広範なパノラマを楽しめる安田要害山（伯太町安田
関）。30分程度で気軽に登ることができます。
　登山客に役立ててもらおうと、地元有志の「やすだ
夢倶楽部」が竹の杖44本と杖置箱を登山道の入口に設
置。訪れる人の支えになっていました。（４月17日）

始まりました、 美肌客室

①オープンした客室の露
天風呂。入浴中でも読め
る特殊なパンフレットが
置かれています。②③手
湯（②）と、顔湯（③）。
効能などを記した看板も
立てられています。

　美肌観光の推進を目的に、４月１日からさぎの湯
荘（古川町）で美肌客室がオープンし、４月６日に
は報道機関向けに部屋の公開がありました。
　安来市さぎの湯温泉街では、島根県の「美肌県し
まね推進事業」を活用した、「さぎの湯温泉×美肌
県しまね」をシリーズで計画しており、美肌客室は、
旅館竹葉での美肌ドリンクの販売と、立ち寄スポッ
ト「顔湯」の設置に続く第２弾となります。
　新しい客室「菊寿」は、安来市の鍛冶屋「鍛冶工
房弘光」や庭師「庭のとき」などとコラボレーショ
ンし、組子細工や鉄の行灯など、地元作家の美しい
作品が配置されています。コロナ禍の休暇でも贅沢
な時間をゆっくりと過ごしてほしいという思いか
ら、キッチン付き、露天風呂付きの部屋となってい
ます。
　また、温泉街で気軽に温泉を楽しめる立ち寄りス
ポットとして「手

てのゆ

湯」が新設されました。
　さぎの湯荘の代表取締役の田辺大輔さんは「今ま
で宿泊以外で温泉に触れる機会が少なかったが、今
後は立ち寄りスポットで温泉を身近に感じてもらい
たい」と話しました。

② ③

◀
開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す

る
田
中
市
長（
５
月
３
日
）。

①
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　もっと安来の魅力を知ってほしいという思いか
ら、４月12日に「やすぎガチャ」が安来市観光交
流プラザと道の駅あらエッサに設置されました。
　開発の中心は、いちご農家の大森雄介さんと池田
佳奈さん。ガチャの中身は、企画に協賛した企業等
のイラストシールと、観光地や特産品が描かれたマ
スキングテープ。加えて無料引換券や割引券が特典
のものもあり、１回300円で引けてお得感のあるガ
チャになっています。※ガチャは株式会社タカラト
ミーアーツの登録商標です。

ご
当
地
ガ
チ
ャ
で
Ｐ
Ｒ

　雲樹寺が創建されて700年となり、その記念法要
にあわせて38代目の住職の晋山式（住職として寺
に入る式）が４月24日に行われました。
　宇賀荘地区や島田地区を中心とした檀家などの子
どもたちによる稚児行列が行われたほか、ライブが
企画されたり、地域の店が屋台を出店したりするな
ど、周囲は賑わいを見せていました。スタッフとし
て参加した地域の人は、「こうした行事がきっかけ
となって地元が盛り上がっていってほしい」と話し
ました。

華
や
か
な
記
念
法
要
に

　生産者６団体で組織する「はくたチューリップ祭
振興会」が、入学式を迎える市内の小中学校22校
にチューリップを50本ずつ贈呈しました。
　毎年春に開催するチューリップ祭がコロナ禍で３
年連続で中止になったことから同振興会が企画。４
月８日には、会長の寺田禎さんが入学式に向けて準
備を行う母里小学校を訪ね、児童たちへ色とりどり
のチューリップを贈りました。
　寺田さんは「学校生活で疲れた時などに花を見て
心を和ませてほしい」と話していました。

春
の
花
で
入
学
式
彩
る

　市特産の島田たけのこを広く知ってもらおうと
「たけのこ祭り」が４月17日に、道の駅あらエッサ
で開催されました。
　当日は、島田加工農業協同組合の皆さんがその日
の朝に収獲したタケノコを販売。朝掘りの利点は、
アクによる苦み・渋み・えぐみが一番少ないのが特
徴。オープンと同時に市内外から訪れた多くの人た
ちが、春の山の幸を買い求めていました。
　岩崎義明組合長は「今後も島田たけのこを知って
もらえるよう努力したい」と話していました。

旬
の
山
の
幸
を
求
め
て

▲ガチャを紹介する大森さん（左）と池田さん
（右）。22の企業や施設がガチャになります。

▲稚児行列では、25人の子どもたちが参道から
本堂前まで歩きました。

▲島田たけのこと、大山蕎麦の実やしまね和牛
を使ったコラボ商品の販売もありました。

▲児童を代表して４年生が受け取ったチューリッ
プ。新入生の教室や廊下に飾られました（母里小）。
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健康の窓
食事から食事から

健康な体づくり健康な体づくり
■問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3220

食生活の見直しを食生活の見直しを

６月は食育月間です

【食べ方の工夫】
・汁物は１日１杯までにしましょう。具だくさん
にすると、汁の量が減って塩分を減らせると同時
に満足感が得られます。
・しょうゆはかけるよりも、小皿にとってから、
少しだけつけるようにしましょう。
・漬物や干魚、塩蔵魚、練り
製品、肉加工品などからの塩
分摂取を減らしましょう。
・麺類は汁を残すようにしま
しょう。

減塩のポイント

【調理の工夫】
・ゆず、レモン、酢などの酸味を利用しましょう。
・昆布やかつお、いりこなど天然だしを濃い目に
使いましょう。
・香味野菜（みつば・セロリ）や、香辛料（わさび・
唐辛子）を使うなど味にアクセントをつけましょ
う。
・野菜や果物、豆類、海藻類に含まれるカリウム
は塩分を排出させる働きがありますので、積極的
に取り入れましょう。（食事制限のある人は、医
師の指導に従いましょう。）

　「食」に関する知識を身につ
け、健康的な体づくりにつな
げましょう。
　子どもにも大人にも大切な
「食育」。「食育月間」を機会に、
健康な生活習慣を築くための
食生活を身近なところから始
めてみましょう。

グラフを読む
　20 ～ 30 歳代では「薄味に
気をつけている」人の割合が
50％を切ります。塩分の取り
すぎは高血圧を引き起こしま
す。子どもの時から薄味の習
慣を身につけて、生活習慣病
の予防につなげていきましょう。
　「健康日本 21（第２次）」における食塩摂取量の目標は、１日あたり８gです。「令和元年国民健康・栄
養調査」の結果では、食塩摂取量平均値は 10.1g で、目標よりも２ｇ以上多く取っている状況です。
　また、新型コロナウイルスの影響により生活習慣が変化し、簡単に作れるインスタント食品、総菜、冷
凍食品などの利用が増えていないでしょうか。
　今回、「食育月間」を機に、食生活について見直しをしてみましょう。

（令和 2 年度安来市健康意識調査より）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

65歳以上 N=406

60～64歳 N=301

55～59歳 N=247

50～54歳 N=192

45～49歳 N=219

40～44歳 N=152

35～39歳 N=131

30～34歳 N=101

20～29歳 N=149

全体 N=1,917

薄味に気をつけている 薄味に気をつけていない 無回答

66.5
64.5
64.4

55.7
54.3

50.7
45.8

40.6
44.3

57.5

32.3
35.2
33.6

43.8
44.7

47.4
53.4
58.4
55.0

41.1

薄味に気をつけている人の割合
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New Books Introduction

著者
 田中康弘

著者
 キアラ・カルミナーティ

著者
 神内聡

発行所
 山と溪谷社

発行所
 岩波書店

発行所
 ダイヤモンド社

発行所
 くもん

　かつて安来の町にも数軒の鍛
冶屋がありました。“カンカンカ
ンカン” と職人がハンマーを振
るうたびに、ゆっくりと変わっ
ていく鉄の姿に魅せられた記憶
が鮮明に残っています。そんな
鍛冶屋の世界へ旅してみません
か。（山）

　13 歳の少女イオランダと家族
は、オーストリアに住むイタリ
ア人。第一次世界大戦が始まる
と、仕事も家も失い、故郷に帰
ることに。妹と二人残されたイ
オランダがたくましく生きる様
を描いた成長物語です。（須）

　林家木久扇さんと言えば「笑
点」でお馴染みではないでしょ
うか。落語家生活 62 年を迎え
た林家さんが歩んできて学んだ
こと、バカについて考えたこと
が沢山詰まった一冊です。「み
んなから長く愛される生き方」
を林家さんから学んでみません
か。（中）

　令和４年４月から、法律での
大人（= 成年）の年齢が 18 歳
に改正されました。
　「大人」になり何ができるよ
うになるのか、それによって気
をつけなければいけない事は何
かを、例をもとに紹介していま
す。（音）

鍛冶屋　炎の仕事人

13 枚のピンぼけ写真

バカのすすめ

大人になるってどういうこと？

新刊図書紹介図書館司書が選んだ注目の新刊を紹介します。

その他　新刊図書 NEW

図
書
の
貸
出
期
間
を

図
書
の
貸
出
期
間
を

　
　
　
　  

延
長
で
き
ま
す

延
長
で
き
ま
す

著者
 林家木久扇

訳
 関口英子

●幸村を討て 今村翔吾

●夏の体温 瀬尾まいこ

●図書室のはこぶね 名取佐和子

●月曜日は水玉の犬 恩田陸

●デッドスペースＤＩＹ 石井麻紀子

●犬のいる暮らし 丸田香緒里

●ごめんねゆきのバス むらかみさおり

●「あなたらしく伝える」技術 森田汐生

●寝台特急「サンライズ瀬戸・出雲」の旅

 「旅と鉄道」編集部

●７ひきのこうさぎ バーバラ・クーニー

●ふしぎの森のふしぎ

 ヤン・パウル・スクッテン

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
２
週

間
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
期

限
を
超
え
て
本
を
借
り
た
い

人
は
、
延
長
ま
た
は
借
り
直

し
が
で
き
ま
す
。

　

貸
し
出
し
の
延
長
、
借
り

直
し
を
希
望
す
る
人
は
、
貸

出
期
間
内
に
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

た
は
電
話
で
手
続
き
を
す
る

と
、
手
続
き
し
た
日
よ
り
１

週
間
期
限
の
延
長
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
新
刊
図
書
や
予

約
の
入
っ
て
い
る
図
書
、
延

滞
し
た
図
書
は
対
象
外
で
す
。

その他の新着図書情報はその他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

【問い合わせ】
やすぎ図書館……☎ 22-2574
ひろせ図書室……☎ 32-4455
はくた図書室……☎ 37-0050
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行　

政

行　

政

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市消費生活センター　℡２３-３０６８

消費者問題研究協議会を設立しました

期
日
前
投
票
所
が

変
わ
り
ま
す

　

今
夏
執
行
予
定
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
で
は
、
第
１
期
日

前
投
票
所
（
安
来
）
が
安
来
中

央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

か
ら
市
役
所
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

に
変

わ
り
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

℡
23-

３
１
３
５

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
一
時
休
止
に
つ
い
て

　

年
度
更
新
作
業
の
た
め
、
次

の
日
程
で
各
種
証
明
書
の
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す
。

日
時　

５
月
31
日
㈫
６
時
30
分

～
６
月
２
日
㈭
23
時
30
分

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課　

℡
23-

３
０
８
０

 

・ 

税
務
課　

℡
23-

３
０
４
８

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

看
護
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。

日
時　

６
月
15
日
㈬
14
時
～
15

時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
江

（
松
江
市
向
島
町
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

27-

８
５
１
０

永
久
選
挙
人
名
簿
の

登
録
と
閲
覧

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
３

カ
月
に
１
回
永
久
選
挙
人
名
簿

に
新
た
な
登
録
（
定
時
登
録
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
６

月
１
日
に
、
次
の
人
を
対
象
に

登
録
し
ま
す
。
事
前
に
申
し
出

を
す
れ
ば
、
登
録
内
容
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
対
象　

平
成
16
年
６
月
２

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
令

和
４
年
３
月
１
日
ま
で
に
住
民

登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き
３

カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し
て

い
る
人

閲
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

３
階
）

閲
覧
期
間　

６
月
２
日
㈭
か
ら

随
時

時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

℡
23-

３
１
３
５

も
し
も
災
害
に
あ
っ
た
ら

　

万
が
一
災
害
で
被
害
を
受
け

た
際
は
、
片
付
け
や
修
理
の
前

に
、
家
の
被
害
状
況
を
写
真
に

撮
り
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
か
ら
罹
災
証
明
書
や
罹
災
届

出
証
明
書
を
取
得
し
て
支
援
を

受
け
る
際
や
、
保
険
会
社
に
損

害
保
険
を
請
求
す
る
際
な
ど
に
、

た
い
へ
ん
役
に
立
ち
ま
す
。

●
罹
災
証
明
書
の
発
行（
水
害
・

住
家
）

　

罹
災
証
明
書
は
、
住
家
の
被

害
の
程
度
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。
申
請
受
付
後
、
写
真
に
よ

る
判
定
ま
た
は
現
地
調
査
を
行

い
発
行
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

被
災
状
況
の
分
か
る
写
真
の
提

供
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

対
象　

災
害
に
よ
り
被
害
が
生

じ
た
住
家

申
請
期
限　

災
害
発
生
の
翌
日

か
ら
６
カ
月
以
内
（
例
外
が
認

め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

℡
23-

３
０
５
１

●
罹
災
届
出
証
明
書
の
発
行

　

住
家
の
軽
微
な
破
損
（
雨
樋
の

破
損
、
瓦
の
落
下
な
ど
）
や
倉
庫

や
車
庫
の
破
損
な
ど
の
被
害
が

生
じ
た
場
合
に
、
そ
の
事
実
を
市

長
に
届
け
出
た
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
す
（
被
害
の
程
度
を
証

明
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

対
象　

被
害
を
受
け
た
住
家
等

や
住
家
を
除
く
も
の

※
自
治
会
長
ま
た
は
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
証
明
が
必
要

で
す
。

※
状
況
が
わ
か
る
写
真
の
添
付

が
必
要
で
す
。

募
集
・
決
定
の
時
期　

随
時

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

防
災
課　

℡
23-

３
０
７
４

　消費者問題の解決に向けた啓発や研修を行い、消費
者被害の防止に寄与することを目的に、安来市消費者
問題研究協議会を設立しました。
　市民への啓発活動、資質向上のための研修会に参加
し、消費者問題に関
する知識を深める
活動を広げていき
ます。
　活動に興味のあ
る人は安来市消費
生活センター（人権
施策推進課内）まで
ご連絡ください。



庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対

策
を
お
願
い
し
ま
す

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
放

置
す
る
と
地
震
等
で
倒
壊
・
転

倒
し
、
人
に
危
害
を
加
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通

行
が
困
難
と
な
り
避
難
や
救
助

を
妨
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
日
頃
よ
り
安
全
な
塀
で

あ
る
か
を
点
検
し
、
危
険
な
場

合
は
付
近
を
通
行
す
る
人
へ
の

速
や
か
な
注
意
表
示
と
補
修
・

撤
去
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

安
来
市
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
除
却
及
び
建
替
え
費
用
に
対

す
る
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

建
築
住
宅
課

　

℡
23-

３
３
２
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
等
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す

　

平
日
の
開
庁
時
間
の
ほ
か
に

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
や
受
け
取
り
が
で
き
ま

す
。
申
請
の
際
に
、
通
知
カ
ー

ド
と
官
公
庁
が
発
行
し
た
顔
写

真
付
き
本
人
確
認
書
類
を
お
持

ち
の
場
合
、
カ
ー
ド
を
郵
送
で

受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
写
真
は
窓
口
で
撮
影
し

ま
す
。

日
時
　
６
月
12
日
㈰
９
時
～
12

時場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課

　

℡
23-

３
０
８
３

放
送
大
学
10
月
入
学
生
を

募
集
し
ま
す

　

放
送
大
学
は
、
令
和
４
年
10

月
か
ら
の
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。　

▽
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

▽
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
放
送
大
学
島

根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

出
願
期
間　

▽
第
１
回
…
６
月

10
日
㈮
～
８
月
31
日
㈬　

▽
第

２
回
…
６
月
10
日
㈮
～
９
月
13

日
㈫

●
入
学
説
明
会
・
相
談
会
（
松

江
会
場
）

日
時　

６
月
26
日
㈰
・
８
月
７

日
㈰
・ 

９
月
４
日
㈰
各
10
時
～

と
14
時
～
の
２
回

場
所　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ

ン
タ
ー

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

農
業
者
年
金
等
の
現
況
届

の
提
出
は
６
月
末
ま
で
に

　

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年

金
や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
の
用

紙
は
、
５
月
下
旬
に
農
業
者
年

金
基
金
か
ら
受
給
者
宛
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

提
出
期
間　

６
月
１
日
㈬
～
６

月
30
日
㈭

提
出
先　

農
業
委
員
会
（
伯
太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

２
階
）、市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）、

広
瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、
伯
太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

そ
の
他　

届
の
提
出
が
無
い
場

合
、
11
月
以
降
の
年
金
の
受
給

が
遅
れ
る
、
ま
た
は
、
受
給
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
23-

３
３
６
０

１．請求件数
　・情報公開：27件   ・個人情報：５件
２．公開の請求に対する決定状況

種類 情報公開 個人情報
公　　開 13 件 ３件
部分公開   7 件 １件
非  公  開   7 件 １件
却　　下   0 件 ０件
本人取下   0 件 ０件

３．請求者
　・情報公開：18人   ・個人情報：５人
４．請求担当課別状況（受理）

課名 情報公開 個人情報
観 光 振 興 課 ２件 ０件
地 域 振 興 課 ２件 ０件
総　 務　 課 ２件 ０件
市　 民　 課 １件 ０件
環 境 政 策 課 １件 ０件
福　 祉　 課 １件 １件
介 護 保 険 課 ０件 １件
子ども未来課 ０件 ３件
い き い き
健　 康　 課 ２件 ０件

土 木 建 設 課 ３件 ０件
建 築 住 宅 課 ３件 ０件
下 水 道 課 ６件 ０件
学 校 総 務 課 １件 ０件
学 校 教 育 課 １件 ０件
文 化 財 課 １件 ０件
選 挙 管 理
委員会事務局 １件 ０件

５．審査請求：０件

令和３年度公文書情報公開請求・
　　　　個人情報開示請求の状況

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

総務課　℡２３-３０１９
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消
防
設
備
士
試
験

（
甲
種
・
乙
種
）

試
験
日　

８
月
７
日
㈰

場
所　

松
江
市
ほ
か

申
請
期
間　

６
月
６
日
㈪
～
６

月
20
日
㈪
（
電
子
申
請
は
６
月

３
日
㈮
～
６
月
17
日
㈮
）

※
受
験
願
書
は
、
消
防
本
部
予

防
課
、
広
瀬
分
署
、
伯
太
分
署
、

比
田
分
駐
所
に
あ
り
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

　

℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

●
４
か
月
児
健
診

日
時　

６
月
２
日
㈭
13
時
～
14

時
30
分

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
９
か
月
児
健
診

日
時　

６
月
27
日
㈪
13
時
～
14

時
30
分

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
３
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時　

６
月
16
日
㈭
９
時
～
10

時
30
分

場
所　 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
２
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル

●
３
歳
児
健
診

日
時　

６
月
16
日
㈭
13
時
～
14

時
30
分

場
所　 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

平
成
31
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
当
日
朝
の
尿

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

日
時　

６
月
８
日
㈬
13
時
15
分

～
14
時
15
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
３
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

保　

健

保　

健

年　　式：平成16年式
走行距離 ：84,000Km
状　　態： 実動車
車検期限 ：令和５年１月21日

製 造 番 号：1248378
取得年月日：昭和46年６月21日
保 管 場 所：
　旧西比田小学校
　体育館
状　　　態：
　廃校まで小学校
　体育館で使用

※椅子は付属しま
せん

トヨタ クラウンマジェスタトヨタ クラウンマジェスタ グランドピアノ（ＹＡＭＡＨＡ   Ｇ２Ｅ）グランドピアノ（ＹＡＭＡＨＡ   Ｇ２Ｅ）

入札日時：６月28日（火）13時～６月30日（木）23時
入札方法：ＫＳＩ官公庁オークションによるインターネット公売（せり売り）
申込期間：５月27日（金）13時～６月14日（火）14時（必着）
詳細は、入札公告、市ホームページでご確認ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

管財課　℡２３-３０３７

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

広瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　℡２３-３２０５

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

管財課車両係　℡２３-３０３３
現状の確認をお勧めします。 現状の確認をお勧めします。

車両・ピアノを売却します



庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総
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事業者の皆様に
お得な情報を配信します

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
認
定
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

実
践
パ
ソ
コ
ンExcel
基
礎
①

コ
ー
ス

　

在
職
者
を
対
象
と
し
た
知

識
・
技
能
向
上
の
た
め
の
職
業

訓
練
で
す
。

開
催
日　

６
月
10
日
㈮
、
14
日

㈫
、17
日
㈮
、21
日
㈫
、24
日
㈮
、

28
日
㈫
、
７
月
１
日
㈮
、
５
日

㈫
（
全
８
回
）

受
講
料　

８
０
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
代
２
２
０
０
円

時
間　

17
時
45
分
～
19
時
45
分

申
込
締
切　

６
月
３
日
㈮

そ
の
他　

▽
申
し
込
み
は
在
職

し
て
い
る
会
社
を
通
じ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い　

▽
定
員
10
人

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
自
由

に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
う
日

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・

修
理
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
に
必
ず
電
話
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い　

▽

パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
・
デ
ジ

カ
メ
の
持
ち
込
み
可　

▽
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
は
当
セ
ン

タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
の
み
利
用
可

●
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
に
さ
わ
っ
て
簡
単
な
操
作
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
訓
練
セ
ン

タ
ー
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン
で

行
い
ま
す
。
事
前
に
必
ず
電
話
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
１
回
２
時
間
）。

受
講
料　

１
回
４
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ
コ

ン
、
デ
ジ
カ
メ
持
ち
込
み
可

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
３
日
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
（
２
日
前
か

ら
は
受
講
料
が
発
生
し
ま
す
）。

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室

　

お
う
ち
時
間
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
お
部
屋
に

花
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　

６
月
22
日
㈬
13
時
30
分

～
14
時
30
分

受
講
料　

２
５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

持
ち
物　

は
さ
み

申
込
締
切　

６
月
17
日
㈮
12
時

定
員　

10
人

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

　

℡
23-

１
７
５
０

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時　

６
月
21
日
㈫　

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時
（
受
付
時
間
）

▽
９
～
11
カ
月
児
…
13
時
30
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

申
込
期
限　

６
月
15
日
㈬

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
ご
は
ん
手
帳
」（
４
か
月

児
健
診
時
に
配
布
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
家
で
で
き
る
ヘ
ア
カ
ッ
ト

＆
ア
レ
ン
ジ
講
座（
要
申
込
）

　

お
家
で
で
き
る
子
ど
も
の
ヘ

ア
カ
ッ
ト
＆
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
の

ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
を
ス
タ
イ
リ

ス
ト
が
教
え
ま
す
。
子
ど
も
の

ヘ
ア
カ
ッ
ト
や
か
わ
い
い
ヘ
ア

ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
※
申
し
込
み
多
数
の
際

は
お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

日
時　

６
月
９
日
㈭　

10
時
30

分
～
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

予
約
開
始　

６
月
１
日
㈬
９
時

そ
の
他　

託
児
あ
り
※
申
し
込

み
多
数
の
際
は
お
受
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

　安来市では、商工業者の皆様へ事業に役立つ補助金や
イベントの情報を、週１回メールでお届けしています。
メールの配信を希望される事業者の皆様は、下記のメー
ルアドレスまで必要情報を入力して送信をお願いしま
す。
メールアドレス
　shoukou@city.yasugi.shimane.jp
　（右記２次元バーコードからもメールを作成できます）
登録情報
１．事業所名　　３．業種
２．代表者名　　４．電話番号
　ご登録いただいた情報は、個人情報の保護に関する法
律及び安来市個人情報保護条例に基づき適切に取り扱い
ます。 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

やすぎ暮らし推進課　℡２３-３１０７
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島
根
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
第
14
回
被
害
者

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
受
講
者
募
集

　

島
根
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
事
件
や
事
故
等
の
被

害
を
受
け
た
人
や
そ
の
家
族
等

に
対
し
、電
話
相
談
を
は
じ
め
、

面
接
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
法

律
相
談
を
実
施
す
る
ほ
か
、
病

院
や
裁
判
所
等
へ
の
付
添
い
な

ど
幅
広
い
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
。

受
講
日　

７
月
２
日
、
９
日
、

30
日
、
８
月
６
日
、
20
日
（
土

曜
日
、
全
５
回
）

時
間　

13
時
～
17
時

会
場　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

受
講
料　

資
料
代
と
し
て

１
０
０
０
円
（
５
回
分
）

講
師　

弁
護
士
、臨
床
心
理
士
、

被
害
者
遺
族
ほ
か

受
講
資
格　

25
歳
以
上
で
、
事

件
・
事
故
の
被
害
者
等
に
寄
り

添
い
、
月
に
一
回
程
度
平
日
の

支
援
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
意
欲
の
あ
る
人

定
員　

10
人
程
度

申
込
締
切   

６
月
24
日
㈮

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

（
公
社
）島
根
被
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
２
８

●
事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
皆
様
へ

　

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

　

℡
０
１
２
０-

５
５
６-

４
９
１

（
通
話
料
無
料
）

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
、
８

月
13
日
～
15
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

時
間　

10
時
～
16
時

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
相
談
会

卒
乳
に
つ
い
て（
要
申
込
）

　

助
産
師
が
卒
乳
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

卒
乳
に
関
す
る
お
悩
み
や
質
問

に
も
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
際
は
お
受

け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
時　

６
月
29
日
㈬
10
時
30
分

～
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

予
約
開
始　

６
月
１
日
㈬
９
時

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

（
電
話
相
談
の
み
）

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

相
談
内
容　

不
動
産
の
売
買
、

名
義
変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、

ロ
ー
ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
会

社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成

年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど

相
談
日　

毎
週
月
・
木
曜
日（
祝

祭
日
は
除
く
）

受
付
時
間　

12
時
～
15
時

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　

遺
産
相
談
、
遺
言

相
談
日　

毎
週
火
曜
日
（
祝
祭

日
は
除
く
）

受
付
時
間　

12
時
～
15
時

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

栄
養
相
談（

無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
、

管
理
栄
養
士
が
専
門
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
６
月
14
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
６
月
28
日
㈫
９
時
～
11

時
・

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

相　

談

相　

談

特設人権相談所を開設します
　全国人権擁護委員会連合会では、毎年６月１日を「人権
擁護委員の日」と定めています。人権尊重の大切さを呼び
かける日として、全国一斉に特設人権相談所を開設します。
　相談は無料で、秘密は守りますので、お困りのことがあ
りましたら、ひとりで悩まないで相談してください。
日　時　６月１日㈬  ９時30分～12時

場　所　安来中央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、広瀬社会福祉センター、伯太中央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　安来市の人権擁護委員は次のとおりです。
　　安部美幸、上田稔枝、楫野光伸、鉃原祐子、田淵寿馬、
　　中尾隆義、三輪郁夫、山本敏枝、少林浩道

　法務局では、人権に関する相談を受け付けています。受
付時間は、平日８時30分から17時15分までです。（外国語
人権相談ダイヤルは平日９時から17時まで）

面談での相談 電話番号
松江地方法務局人権擁護課

（松江市東朝日町） ０８５２- ３２- ４２６０

電話での相談 電話番号

女性の人権ホットライン ０５７０- ０７０- ８１０
子どもの人権１１０番 ０１２０- ００７- １１０
みんなの人権１１０番 ０５７０- ００３- １１０

外国語人権相談ダイヤル ０５７０- ０９０- ９１１● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

人権施策推進課　℡２３-３０９５



庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総

2022 月号619

　６月（10月支給分）より、児童手当の現況届が
原則提出不要となります。
　また、所得制限限度額以上の人に給付する特例
給付に、所得上限限度額が設けられます。
●現況届について
現況届の提出が必要な人

・配偶者からの暴力等により、住民票の住所地と
異なる市区町村で受給している人

・支給要件児童の戸籍がない人
・離婚協議中で配偶者と別居されている人
・その他、市区町村から提出の案内があった人
　現況届の提出が必要な人には５月末に関係書類
を発送します。必ず６月中に提出してください。
郵送でも受け付けます。
　公務員の人は、直接勤務先へ問い合わせくださ
い。
提出先

・

●
●
●
●
●
●
●

１階（福祉課）［市立病院となり］
・安来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

１階（市民課　健康福祉・子育て・介護
取次窓口）

・伯太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

１階（伯太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）
　ただし、児童福祉施設及び里親からの提出につ
いては福祉課のみで受け付けします。

児童手当制度が変わります
●支給額等
支給対象者
　中学校修了前（15歳到達後最初の３月31日まで）
の児童を養育している人。児童福祉施設に居住し
ている児童については、その施設長。ただし、児童、
対象者が国内に居住していること等が原則となり
ます。
支給額

・３歳未満：月額１５，０００円
・３歳以上小学校修了前まで（第１子、第２子）
　：月額１０，０００円

・３歳以上小学校修了前まで（第３子以降）
　：月額１５，０００円
※「第３子以降」とは、高校卒業まで（18歳の誕
生日後の最初の３月31日まで）の養育している児
童のうち、３番目以降をいいます。

・中学生：月額１０，０００円
所得制限

・所得制限限度額以上の人については、児童一人
につき５，０００円（特例給付）

・所得上限限度額以上の人への支給はありません

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

福祉課　℡２３-３２１１

心
の
健
康
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

　

精
神
科
医
師
、
保
健
師
が
心

の
病
気
や
悩
み
、
も
の
忘
れ
、

飲
酒
問
題
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
㈭
・
８
日
㈬
・

23
日
㈭　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

松
江
保
健
所

担
当　

精
神
科
医
師
、
保
健
師

な
ど

そ
の
他　

前
日
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

労
働
相
談
会
を開

催
し
ま
す

　

パ
ワ
ハ
ラ
、
突
然
の
解
雇
、

残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
な

ど
、
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
り

事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門
家
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
日　

６
月
26
日
㈰

時
間　

10
時
～
15
時

会
場　

朱と

鷺き

会
館
（
出
雲
市
西

新
町
）

料
金　

無
料

相
談
員　

弁
護
士
、
社
会
保
険

労
務
士
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
締
切   

６
月
22
日
㈬

そ
の
他　

▽
事
前
予
約
制
で
す

　

▽
状
況
に
よ
り
開
催
を
取
り

止
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
労
働
委
員
会

　

℡
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

確
認
く
だ
さ
い
（
無
料
）

行
政
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談

▽
９
時
～
16
時　

▽
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
６
８　

縁
結
び
相
談

「
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
」

▽
10
時
～
12
時　

▽
や
す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課

　

℡
23-

３
１
７
９
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▲案内板について説明する中尾
館長。吉田地区ではどの川の周
辺も同様にホタルが多く見られま
すが、その中でも周辺の道が広く
寄りやすい場所が紹介されていま
す。◀吉田交流センター周辺のホ
タルの様子（令和３年度撮影）。

▼
初
め
て
の
取
材
は
富
田
の
ひ
な

流
し
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
に
優
し
く
対
応
い
た
だ
き
、
当

日
の
気
候
の
よ
う
な
暖
か
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
一

人
は
「
願
う
だ
け
で
な
く
努
力
し

て
結
果
に
つ
な
げ
た
い
」
と
の
こ

と
。
私
も
取
材
後
に
ひ
な
流
し
に

参
加
。
願
い
は
「
取
材
と
写
真
が

上
達
し
ま
す
よ
う
に
」。
…
努
力

も
忘
れ
ず
や
っ
て
い
き
ま
す（
岩
）

▼
富
田
城
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
同

行
し
ま
し
た
。
満
開
の
桜
の
中
、

往
時
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
山
道

を
散
策
。
最
後
の
難
関
と
な
る
七

曲
り
を
登
り
、
山
頂
部
か
ら
の
見

晴
し
は
最
高
で
し
た
。
体
力
に
自

信
の
な
い
人
は
中
腹
の
山
中
御
殿

平
付
近
ま
で
車
で
上
が
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
季
節
に
よ
り
表
情
を

変
え
る
山
城
。
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か（
つ
）

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

Ｒ4.4.30現在

（男:17,692人　女:19,090人）
3 6 , 7 8 2人

1 4 , 2 8 2世帯

令
和

4年
6月

号

夜に煌
きら

めく無数の光
　　　 ～ほたるの里　吉田～

　

５
つ
の
小
川
が
谷
の
間
を
流
れ
る
上
吉
田
。
そ

れ
ら
の
川
が
合
流
し
、中
海
へ
と
流
れ
る
下
吉
田
。

吉
田
地
区
は
豊
か
で
き
れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
た
ホ

タ
ル
の
名
所
で
す
。
水
が
き
れ
い
で
流
れ
が
穏
や

か
、
街
灯
な
ど
の
人
工
照
明
が
届
か
な
い
こ
と
な

ど
、
こ
の
地
は
ホ
タ
ル
に
と
っ
て
住
み
よ
い
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
吉
田
交
流
セ
ン
タ
ー
の
中
尾

美
樹
夫
館
長
は
「
き
れ
い
な
環
境
が
保
た
れ
て
お

り
、
ホ
タ
ル
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
の
放
流

と
い
っ
た
活
動
は
し
な
く
て
も
、
ホ
タ
ル
は
変
わ

ら
ぬ
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。
人
の
手
が
加
わ
ら
な

い
自
然
の
ま
ま
の
状
態
で
ホ
タ
ル
を
見
守
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
か
ら
毎
年
６
月
初
旬
に
「
吉
田
ほ
た

る
祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
と
な
っ
た
一
昨
年
か
ら
は
、
ホ
タ
ル
の
生

態
や
環
境
学
習
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

南
小
学
校
の
４
年
生
が
環
境
学
習
の
一
環
で
水
質

調
査
に
訪
れ
る
な
ど
、
吉
田
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
の
見
ご
ろ
は
そ
の
年
の
気
候
に
よ
っ
て

左
右
し
ま
す
が
、
例
年
５
月
の
末
ご
ろ
か
ら
６
月

の
初
旬
に
か
け
て
２
週
間
ほ
ど
で
す
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
吉
田
地
区
の
夜
は
、
周
囲
が
写
真
で
は

収
め
き
れ
な
い
淡
い
光
で
満
ち
ま
す
。
実
際
に
訪

れ
、
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
様
子
を
目
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

吉田地区
のイチオ

シ！


